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本大会は２０２４年度公益財団法人日本バレーボール協会の定める６人制競技規則
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①

②

③ ラリーポイント制３セットマッチで行う。

④

⑤ 試合前練習については、前試合終了・記録終了後10分間とする。

（練習開始については、各会場　競技委員の指示に従って下さい）

⑥ アリーナでの練習については、エントリー済の選手・ベンチスタッフのみとします。

⑦ 試合会場到着後は監督会議迄ウォームアップのみ可とし、ボールを使用した練習はしない。

⑧ 監督会議終了後１０分程度の全体練習時間を設ける。

⑨ 昼食時間については、一斉の昼食時間は取らないこととするが、連続試合となり

時間の取れない場合は、昼食時間を設ける場合もある。（会場責任者の指示に従う）

⑩ 相手チームの公式練習中は、相手の公式練習を妨げない範囲での練習を可とする。

3 服装について

① 混合チームのユニフォームについては、男子・女子で違うユニフォームを着用する

ことが望ましいが、できない場合は男子又は女子が識別用バンドを足首又は腕につけること。

② 冬場の半袖ユニフォーム下へのアンダーシャツ着用については、チーム全員が統一の

場合のみ着用を認める。

4 ベンチへの持込物

① ベンチへには競技に必要な物・飲料水・タオル・救急用具以外の持ち込みは認めない。

②

5 応援について

① 行政体育館についてはメガホンの使用可（最大３０cm程度）

②

1 監督・選手とも競技規則に精通し、競技規則を忠実に守ること｡

2 ベンチでの監督の位置は、記録席に最も近い席に座ること。

3 タイムアウトは、必ず公式のハンドシグナルを明確に示して要求すること。

4 選手交代の要求は、交代する選手を選手交代ゾーン内へ進入させて行うこと。
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6

審判上の注意審判上の注意審判上の注意審判上の注意

公式練習前に、試合を行うチームの監督・主将は記録席で公式記録用紙に署名すること。なお、

主将は試合終了後も速やかに署名すること。

ベンチコントロールについて

監督は、試合を妨害しない限り、フリーゾーン内ならばアタックラインの延長線からウォーム・

アップエリアまでの範囲内において、一時的にベンチを離れてコート内の選手に指示を与えても

良い。但し、ラリー中はベンチに座らなければならない。

キャンプ等で使用されるキャリーワゴン（アウトドアーワゴン）は持ち込まないこと。

（危険防止及び体育館床へ傷をつける可能性ある為）

小学校会場については、肉声と拍手のみとします。

（男子：１２チーム、女子：２４チーム、男女混合：１２チーム）

テクニカルタイムアウトは　１・２セットは１１点目、３セットは８点目でとる。

競技上の注意事項競技上の注意事項競技上の注意事項競技上の注意事項
競技規則

但し、別に定める小学生競技規則を用いる。

競技方法

各地区により推薦されたチームによりトーナメントにて実施する。

 棄権チームが出た場合もトーナメントは変更せず、不戦勝扱いとする。（審判順は変更される可能性あり）


